
 

                                               

                                               

                         

 

 

 

                                              

                                              

                                              

                                              

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

☆経営概況☆ 

平成２４年に就農（Ｕターン）し、両親とともに夏秋の大玉トマト（ビニールハウス

による雨除け）約４０ａを栽培してきました。５年間、両親の作業を見よう見まねで学

んできましたが、平成２９年の春、突如、父親から経営移譲されることになりました。

しかも、ほぼ、労働力は母との２人だけという形で！ 経営１年目は、栽培方法を工夫

することで、何とか 2 人で乗り切ることができました。 

冬季は、トマトの施設補修や土づくりなどを行い、その後は林業のアルバイトをして

います。雨や雪の日は休みをとって比較的のんびりと過ごしています。 

 

☆ここがポイント☆ 

自宅は標高７００ｍの天空の郷とも言える環境で、高校時代から久万高原町を出て松

山市で過ごしていたので、農業を継ぐなんて夢にも思っていませんでした。大学卒業後、

会社勤めや飲食店経営も経験しましたが、３０歳を過ぎて、ふと故郷に帰ろうとの思い

が芽生えました。約１０年間の社会経験が、今の自分の農業に生きているような気がし

ます。 

農業のことも、トマトづくりのことも、ポイントなんてまだまだわかりませんが、こ

まめな作業を怠らず、基本的な栽培技術をしっかり身に付け、効率的な作業の組み立て

をしていきたいと思っています。 

～真の農家を目指す！～  

天野 桂造さん(久万高原町(旧美川村)) 
 
久万高原町青年農業者連絡協議会元会長 
愛媛県青年農業者連絡協議会元会長 
1978 年生まれ 

トマトハウス 管理作業中 
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【一日のライフスタイル（一例）】 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
【一週間のライフスタイル（一例）】 

月 火 水 木 金 土 日 

 
 
 
 

      

 
 
 
 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

☆これからの夢や目指すもの☆ 

農業を始めたからといって、直ぐに農家になれる訳ではありません。自身を例にす
れば、トマトについての知識を十分身に付け、自己の判断、力で作りこなせるように
なって、初めて農家だと考えるからです。そういった意味でまだまだ農家というレベ
ルではなく、今は、農家になることを目指しています。目指すものがある。今、多忙
な中でも充実して楽しい！ そんな心持です。とりあえず、来年は今年を超えるぞとの
気持ちで一年一年頑張っていきます。 
☆メッセージ☆ 
新規就農者が少ない久万高原町では、当然、トマト農家も減少傾向です。特に若手

のトマト農家のみんなは、一緒にトマトづくりで競い合う仲間を求めています。 
町ではトマト農家を目指す新規就農者のための研修、就農支援が充実しているので、

興味を持たれた方は、ぜひ一度、町に相談してみてください！ 
 
 
 
 

【普段の生活について】 

４～１１月はトマトでてんてこ舞いの生活で

す。特に７～９月にかけては休み無し、夜は酒

を飲みながらテレビを見るのみです。他の時期

は、野球、バスケ、サイクリングと暇を見つけ

て楽しんでいます。特に最近凝っているのが自

転車で、約１００ｋｍの行程をひた走っていま

す。暇な雨の日には自転車整備に余念がありま

せん。 

 

【農閑期】 

【繁忙期】 

自然を満喫 

休日 

休日 

管理作業・収穫・出荷 収穫・出荷 

林業アルバイト（雨天・積雪時は休み） 


